
1. マーケット・レート
4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.5060    休場 3.5520 3.5270 3.5290 +0.0020
BRL/JPY Spot 31.18     休場 30.93 30.97 30.92 -0.05
EUR/USD Spot 1.2077 1.1992 1.1951 1.1988 1.1961 -0.0027
USD/JPY Spot 109.31 109.86 109.84 109.23 109.12 -0.11

6MTH(p.a.) 6.209     休場 6.221 6.237 6.223 -0.015
1Year(p.a.) 6.412     休場 6.367 6.402 6.458 0.056
6MTH(p.a.) 3.247     休場 3.261 3.223 3.130 -0.093
1Year(p.a.) 3.576     休場 3.605 3.588 3.542 -0.046

株式 86,115.50     休場 84,547.06 83,288.13 83,118.06 -170.07

CDS 173.91 176.75 181.52 190.06 185.15 -4.90

商品 201.982 201.256 201.602 202.103 203.254 +1.152

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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伯中銀がドル売りの為替介入を示唆

2日のマーケット引け後、伯中銀は5月末に満期を迎える

56.5億ドルのドル売りスワップポジションのロールオーバー

開始を発表。加え、全ポジションをロールオーバーした後も同

スワップの入札を続ける考えを示唆した。同額での入札が月

末まで実施された場合、約28億ドル相当のドル売りが追加で

発生することから、事実上の為替介入となる。但し、本件に

伴って実際にドル売りが生じるのは5月末となるため、発表

直後の相場への影響は限られた。レアル安によりインフレ懸

念が高まる中、4日時点で金利先物市場は今月16日
COPOMにおける0.25%の利下げを約65%織り込んでいる。
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• 今週のレアルは直近の安値を更新し3.56台後半まで下落。
• 週初のレアルは3.4710で寄り付き、直後に週間高値3.4690を付けた。週前半は引続き高水準で推移する米金利を背景に、ド

ルが主要通貨に対して上昇。レアルは3.55台へ下落した。その後、FOMCの結果を受けて一時的に下げ幅を縮めたが、大口
の資金流出と思しきフローから再び売りが強まると週間安値3.5660まで下落。週末にかけてはイラン情勢を巡る地政学的リス
クの高まりから原油相場が上昇したことでレアルは買い戻され、結局3.5290で越週。

• 30日に発表されたブラジル中銀によるアナリスト予想集計では、経済成長率予想は2018年が2.75%、2019年が3.00%でそれ
ぞれ据え置かれた。インフレ率予想は2018年が3.49%で据え置かれ、2019年は4.00%から4.03%へ上方修正。年末の為替
レートは2018年が3.33から3.35へレアル安方向に修正され、2019年は3.40で据え置かれた。

• 2日、米FOMCが実施され、政策金利は市場予想通り1.50-1.75%のレンジで据え置かれた。声明文では、中期的に物価上昇
率は2%近辺で推移することが見込まれ、政策金利を段階的に引き上げることが示唆された。次回の6月FOMCについて市場
では0.25%の追加利上げが予想されているが、その後の利上げペース加速の有無に注目が集まっている。

• 3日、伯中銀は5月末に満期を迎える56.5億ドルのドル売りスワップポジションについてロールオーバーを開始した。金額は1日
あたり4.45億ドルであり、5月末満期のポジションは全てロールオーバーされる見込み。

• 5日に発表された4月の米雇用統計は非農業部門雇用者数が16.4万人増と市場予想の19.3万人を下回った。失業率は3.9%
と前月から低下し、2000年12月以来の3%台を付けた。平均時給は前年比＋2.6%と前月の＋2.7%から低下。発表直後は米
金利が下げたことでドルが売られたが、直ぐに値を戻した。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.50－3.60

国 予想 実績 前回

ブラジル ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ -- 50.6 51.5

ブラジル ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｻｰﾋﾞｽ業 -- 50.0 50.4

米 非農業部門雇用者数変化 193k 164k 103k

米 民間部門雇用者数変化 190k 168k 102k

米 失業率 4.0% 3.9% 4.1%

米 平均時給(前月比) 0.2% 0.1% 0.3%

米 平均時給(前年比) 2.7% 2.6% 2.7%

米 労働参加率 63.0% 62.8% 62.9%

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 5/7 自動車生産台数 Apr -- 267460

ブラジル 5/7 自動車販売台数 Apr -- 207365

ブラジル 5/7 自動車輸出 Apr -- 67488

ブラジル 5/8 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-DI(前月比) Apr 0.60% 0.56%

ブラジル 5/8 FGV CPI IPC-S May/7 0.32% 0.34%

米 5/9 PPI 最終需要(前月比) Apr 0.2% 0.3%

米 5/9 卸売在庫(前月比) Mar 0.6% 0.5%

ブラジル 5/10 IBGEｲﾝﾌﾚIPCA(前月比) Apr 0.28% 0.09%

ブラジル 5/10 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA(前年比) Apr 2.64% 2.68%

米 5/10 CPI(前月比) Apr 0.3% -0.1%

米 5/10 CPI(前年比) Apr 2.5% 2.4%

米 5/10 新規失業保険申請件数 May/5 218k 211k

米 5/10 失業保険継続受給者数 Apr/28 1800k 1756k

ブラジル 5/11 小売売上高(前年比) Mar 5.3% 1.3%

米 5/11 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ May 98.3 98.8

5.本日の主要経済指標 
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来週のレアルは軟調な推移を予想する。来週米国では4月の消費者物価指数を含むインフレ関連指標が発表予定。米国のインフ
レ動向が注目される中、引続き高水準で推移する米金利を背景としたドル買い圧力が予想される。国内で新規の材料に乏しい
中、レアルは軟調な推移が見込まれる。


